
自民、立憲、公明、共産など超党派で 

「気候変動」を超え「気候危機の状況」と衆議院で決議 

ってない。ふるさとは徳島だが、慶弔があっ

ても手ぶらではいけない。贅沢な生活ではな

く、先を見て元気で暮らしたい。今は、暮ら

していけと言われても暮らしていけない」と

訴えました。 

国の目標を達成しても必要な削減量には大

きく不足しており、世界はまさに気候危機と

呼ぶべき状況」「もはや地球温暖化問題は気

候変動の域を超えて気候危機の状況に立ち

至っている」として、「一日も早い脱炭素社

会の実現に向けて、経済社会の再設計・取り

組の抜本的強化を行う」との決意を示しまし

た。 
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「生活保護費を引き下げるな」 

知事への不服審査請求で、口頭意見陳述 

代理人は、「保護費は一般の 60%が目安なの

に、今は 50%台になっている。引き下げは限度

を超えており、憲法に違反する。引き下げ理由

の付記も不十分だ」などと述べました。 

補佐人は、「保護課は毎食何円と見積もった

うえで引き下げたのか。電化製品は『貯金して

購入しろ』というが、保護費の中で貯金分とし

て毎月何円支給しているのか」などと尋ねま

したが、保護課は「把握していません」と答え

ました。補佐人は「そんなことも把握せずに、

保護費を削るとは何事だ。あなたたちの仕事

は、『引き下げをやめるべきだ』との、市民の

声を代弁して国にものを言うことではないの

か」と述べましたが、保護課は答えることがで

きませんでした。 

    「監視」されている意識が「忖度」を一気に広げる 

衆院は 11 月 19 日の本会議で「もはや気候

危機の状況だ」と訴えた「気候非常事態宣言

決議」を自民、立憲、公明、共産各党などの

賛成多数で可決しました。これは「役立つ」

決議です。    

超党派で提出された決議は「森林火災や豪

雨など気候変動が深刻な被害をもたらしてい

る」「世界は取組の強化を進めているが、各 

中島岳志東京工業大教授が新聞紙上で次の

ように語っていましたので紹介します。 
 

フランスの哲学者ミシェル・フーコーは、円

形に配置された独房を中心から監視できる監

獄の建物になぞらえ、権力を最大化するには、

実際に監視するよりも、監視されていると人々

に意識させることが効率的で効果的だと指摘

しました。 
 

中島氏は、忖度のメカニズムは、これまで官

僚、メディアに向けられていましたが、今回は 

生健会北九州ブロック協議会の

予算要望に回答が示され、その第

一弾として保護課との懇談を行い

ました。 

コロナ禍の中で、参加人数と時

間が制限されましたが、懇談テー

マを絞り議論を深めました。 
 

生健会から「ケースワーカーが

7 年連続毎年交代している。心の

病気がある生活保護利用者にはつ

らすぎる」に対して、保護課は「人

事配置上の問題でありうる」と答

えましたが、生健会は「度が過ぎ

る」と批判しました。 

ケースワーカーも電算機を見な

いと内容が分からないと答える「 

学問の世界に向けられました。今後、一般の人

たちに向けられる可能性があり、ものが言えな

い社会にならないよう細心の注意が必要です。 
 

見せしめのようにピンポイントの逮捕、処分

を行って、人々に「見られている」と思わせる

ことで、忖度が一気に広がります。  
 

デジタル監視が進めば進むほど、私たちはあ

っという間に忖度する主体となる恐れがある

ことを自覚するべきです。と述べています。 

なるほど、納得。 

請求人の服部さん

（左写真）は、「冷蔵

庫やトースターやレ

ンジは古くていつ故

障するか不安。どれ

か一つでも壊れたら

半年ぐらいはお金を

貯めるためさらに苦

しい生活になる」。

「衣料品は何年も買 

「保護費引き下げは不当だ」として、県知事に不服審査請求を行った件に対して、福岡県行

政不服審査会主催の口頭意見陳述が行われ、小倉南区の保護課長・同係長を相手に、審査請求

人の服部拓己（小倉生健会）氏・代理人の高木健康（弁護士）氏・補佐人八記博春（小倉生健

会）氏が意見陳述を行いました。 

 

市保護課と生健会（北九州）が懇談 

生活保護変更決定通知書」の

改善も求めました。 
 

「生健会は、改善を繰り返

し求めているのに、担当係長

が変わったら『引継ぎは受け

ているが、新たに具体的提出

を文書で出してください』と

は、あまりにも誠意がない」。 

「前回の保護課との懇談

後にも、1 時間半をかけて生

健会は保護係長に、どこが分

かりにくく、どこをどうした

ら分かりやすくなるかを詰

めて懇談し、課題は鮮明にな

っていた」と怒りを込めて改

善を求めました。 
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生活保護の生活扶助費（生活費）一覧と、加算や一時扶助費早見表（2020年 10月変更分）  このページがあれば保護費が分かります。 
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